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不動産公売のお知らせ
　富士河口湖町では、財政基盤である町税収入確保と町税を納付した皆さんとの公平性を保つため、町税の滞納者
から差し押さえた財産の公売を行います。

平成２４年２月７日（火）
午後１時３０分から午後２時００分まで

平成２４年２月７日（火）
午後２時０１分

山梨県笛吹市石和町広瀬７８５番地
東八代合同庁舎大会議室（３Ｆ）

入札

開札
公売日時

所　在

地　番

地　目

地　積

山梨県南都留郡富士河口湖町勝山字柈木原

4193番1

畑

791㎡

公売会場

公法上の
規制

＊公売財産（土地）　登記簿の表示による

都市計画地域：未線引区域

用途地域：無指定

建ぺい率：70％

容積率：２００％

＊不動産の概要

■公売財産に関するお問い合せ先　富士河口湖町役場　税務課　収納係　（電話0555-72-1113）

 

　町では、富士河口湖町食育推進計画の策定をすすめています。
食育推進計画とは、私たち一人ひとりが「食」を楽しみ、「食」を大切にして生涯を健康で生き生きとすご
していけることを目指したすべての世代を対象とした計画です。
　また、家庭・保育所・学校・地域・事業所・行政などが相互に協力し、食育推進にとりくんでいく指針と
なるものです。
　そのとりくみのひとつに「地産地消」があります。町内でとれる食材を私たちが利用・消費することによ
り、町の「食」を味わいながら、こころもからだも生き生きと健康でいようとするものです。
　そこで、計画のなかで「町の食材料理」を紹介し、多くの方に実践していただくために町でとれる野菜や
果実、魚、肉、牛乳などをつかった料理のレシピを募集します。
　是非あなたのレシピをおしえてください。

✲✲✲ ✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲レシピの情報はこちらまでおよせください

✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲✲

お電話　０５５５－７２－６０３７
ＦＡＸ　０５５５－７２－６０２７
 E-mail:  kenkou@town.fujikawaguchiko.lg.jp
お便り　〒401-0392富士河口湖町船津１７００

平成２４年２月５日　

健康増進課

募集期限

あなた
のレシピおしえてください
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食
生
活
改
善
推
進
員
の
お
す
す
め

〜
タ
ー
サ
イ
と
豚
肉
の
炒
め
も
の
〜

 

 

《
作
り
方
》

≪材　料≫
①
タ
ー
サ
イ
は
よ
く
洗
っ
て
４
㎝
く
ら
い
の
長

　
さ
に
切
り
、
豚
肉
と
一
緒
に
油
で
炒
め
る
。

②
皿
に
盛
り
、
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
か
け
る
。

＊
タ
ー
サ
イ
は
カ
ロ
テ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、

　
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
が
豊
富
な
中
国
野
菜
で
す
。

　
寒
さ
に
強
い
の
で
家
庭
菜
園
で
も
つ
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
河
口
地
区
会
員
）

簡
単
、
お
い
し
い

　ターサイ…………大きい株２株
　豚肉……………………… 適量
　ウスターソース……………少々
　油 …………………………少々

健康のまちづくり

子どもの事故を防ぎましょう子どもの事故を防ぎましょう子どもの事故を防ぎましょう
　乳幼児は、好奇心が旺盛で興味のあるものには何でも手を伸ばし、どこにでも行こうとします。しかし、何が危険で
何が安全なのか判断できず日常生活の中で不慮の事故にあうことが多くあります。

・先月号の健康の町づくりキャッチフレーズ入選者の古谷隆之介さんが中学3年生となっていましたが、正しくは中学2年生で
　した。訂正してお詫びいたします。

 

子どもの事故の多くは、大人がほんの少し注意するだけで妨げます。
子どもが心身ともにのびのび育つために家族全員で事故防止の認識を深めましょう。

・誤飲に注意し、のどに詰まるような食品を食べさせないようにしましょう。
・浴槽や洗濯機は、使い終わったら水を抜いておきましょう。
・家庭内を子どもの目線で見直し、危険のないようこまめに整理整頓しましょう。
・いつ、どのような事故が起こりやすいか知り、予防策をとりましょう。

☆家庭でできる事故予防☆

０歳児は　窒息に注意！０歳児は　窒息に注意！ 1~4歳児は　交通事故と溺死!1~4歳児は　交通事故と溺死!

0歳児の事故死の7割以上は窒息が原因です。　
窒息の多くは食物によるものやベッド内で起きて
います。

1～4歳児の事故死は、交通事故と溺死が5割以
上を占めています。溺死の半数は、家庭の浴槽で
起きています。

●問合先　健康増進課　72-6037

今月
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72-6037
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もっと知りたい！ http://www.kenkoudai.ac.jp
『健康大ブログ』好評発信中！！

理学療法学科　助教

関口　賢人

富士河口湖町地域支えあい人材養成事業

健康科学大学の「旬」な情報を毎月発信いたします健康

 

大

　富士河口湖町の皆様、こんにちは。私は、4 月から理学療法学科に着任致
しました関口と申します。入職前は理学療法士として埼玉県の病院、整形外
科クリニックに勤務していました。臨床現場では、脊椎・脊髄疾患を患われ
た方の頸部の痛み、腰痛、手足の痺れに対してのリハビリテーションに多く
携わってきました。そのような中で脊椎・脊髄に関して興味を持ち、今後の
研究においても深く関わっていきたいと考えています。　
　私は、富士河口湖町の出身であり、生まれ育った地で医療・福祉に貢献で
きる機会に恵まれて光栄です。臨床現場から離れ、立場は変わりますが様々
な形で地域に貢献できるよう取り組んでいきたいと考えています。今後とも
宜しくお願い致します。

お問い合わせ　■総務課　0555-83-5200（代表）　　■入試広報課　0555-83-5240

先生教えて！！

11 月 18 日「地域の資源」グループワーク①

10 月 25 日「地域福祉」講義

11 月 18 日「地域の資源」グループワーク②

　健康科学大学では、富士河口湖町からの委託を受
け、「地域支えあい人材養成事業」に参画しています。
単身高齢者世帯の増加や親族・地域との交流の希薄
化が目立つ地域社会の現状を踏まえ、地域の絆を深
め、支えあい活動の充実したネットワークを構築する
ため、その「リーダー」的役割になる方を養成するため
に始まりました。
　すでに昨年10月から毎月、町内施設で本学教員に
よる講義が始まっており、地域の民生委員の方や行政
職経験者の方等、約20名の方が受講されています。今
月からは実習も始まる本事業は、3月まで実施します。
本養成講座を修了後、地域で活動する皆さんを応援し
ていきます。
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血
液
は
、
現
在
の
科
学
で
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
き
た
細
胞
な
の
で
、
長
期
間
保
存

す
る
こ
と
も
困
難
で
す
。

　
か
ぜ
が
流
行
す
る
冬
季
は
献
血
者
が
減
少
す
る
傾
向
が

あ
る
た
め
、
１
月
〜
２
月
末
ま
で
「
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
知
識
の
啓
蒙
と
献
血
活
動
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
甲
府
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
成
分
献
血
は
午
後
４
時
）
ま
で
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献
血
バ
ス

で
県
内
各
地
を
訪
れ
て
、
地
域
に
お
け
る
献
血
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
病
気
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者

さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救
う
た
め
に
、
善
意
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※

献
血
バ
ス
の
予
定
表
は
、
山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

　
ー
又
は
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
閲
覧
く
だ
さ
い
。

※

甲
府
献
血
ル
ー
ム
　
TEL
０
５
５-

２
３
５-

３
１
３
５

　
　
甲
府
市
丸
の
内
１―

17―

17

　
県
で
は
平
成
24
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
お
持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭
に
、
支
度
金
を
支
給
し
ま

す
。

　
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
受
給
資
格
】

　
○
山
梨
県
内
に
在
住
し
て
い
る
。

　
○
平
成
24
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
を

　
　
養
育
し
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

　
　
で
あ
る
。

　
○
平
成
23
年
度
（
平
成
22
年
分
）
の
所
得
税
が
非
課
税

　
　
の
世
帯
で
あ
る
。

　
○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
は
な
い
。

【
支
給
額
】
入
進
学
す
る
児
童
一
人
に
つ
き
、
一
万
円

【
提
出
書
類
】

　
支
給
申
請
書
及
び
証
明
書
等
は
、
市
町
村
役
場
児
童
福

　
祉
窓
口
か
保
健
福
祉
事
務
所
に
て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

【
提
出
期
限
】
　
１
月
31
日
（
火
）

●
提
出
・
問
合
先
　
福
祉
課 

児
童
生
保
担
当
　

　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

２
４‐

９
０
４
２

　
点
字
は
、
指
先
な
ど
で
触
っ
て
読
む
文
字
で
目
の
不
自

由
な
人
の
大
切
な
情
報
源
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の
講
習
会

で
は
、
初
心
者
の
方
を
対
象
に
私
た
ち
が
普
段
読
ん
で
い

る
文
字
を
展
示
に
訳
す
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

■
日
　
程
　
２
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日
、

　
　
　
　
　
３
月
５
日
（
月
曜
日
）
　
計
５
回

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
　
場
　
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐

１

■
講
　
師
　
松
浦
敬
子
さ
ん（
青
い
鳥
奉
仕
団
点
訳
奉
仕
員
）

■
対
象
者
　
点
訳
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

■
費
　
用
　
６
３
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■
締
　
切
　
１
月
30
日

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
TEL
７
２‐

５
５
３
３
　 
FAX
７
２‐

５
５
３
９

　
森
林
に
は
、
災
害
の
防
止
、
水
源
の
か
ん
養
等
多
く
の

公
益
的
機
能
が
あ
り
ま
す
。

　
山
梨
県
で
は
、
こ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
森
林
を
健

全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
森
林
環
境
税
（
県
民
税
均
等
割
の
超
過

課
税
）
を
導
入
し
ま
す
。

　
県
民
税
均
等
割
額
に
次
の
額
を
上
乗
せ
（
超
過
課
税
）

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
納
付
の
方
法
は
こ
れ

ま
で
の
県
民
税
均
等
割
と
同
じ
で
す
。
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
個
人
　
年
額
５
０
０
円
（
平
成
24
年
度
か
ら
課
税
）

・
法
人
　
均
等
割
額
の
５
％
（
平
成
24
年
４
月
１
日
以
後

　
に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
課
税
）

●
問
合
先

　
税
の
使
い
道
に
関
す
る
こ
と
　
県
森
林
環
境
総
務
課

　
　
　
TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
６
３
４

　
　
　
FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
６
３
６

　
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と
　
県
税
務
課

　
　
　
TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
３
８
７
　

　
　
　
FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
３
９
０

■
日
　
程
　
２
月
29
日
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
入
場
料
　
無
料
　

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
自
然
の
不
思
議
や
環
境

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
ま
す
。

■
日
　
程
　
２
月
19
日
、
３
月
４
日

　
　
　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
10
時
30
分
〜
　
約
30
分
間

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
　
約
30
分
間

■
入
場
料
　
無
料
　

■
対
　
象
　
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

　
　
　
　
　
（
対
象
年
齢
以
外
の
方
も
参
加
可
）

県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら

初
級
点
訳
講
習
会

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら

富
士
山
・
火
山
写
真
展

も
り
の
お
は
な
し
か
い

森
林
環
境
総
務
課
か
ら

〜
森
林
環
境
税（
県
民
均
等
割
の
超
過
課
税
）を

　
　
導
入
し
ま
す
〜

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
様
へ
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バ
ナ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
健
康
に
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
、
聞
き
水
や
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
を
使
い

学
習
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
２
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
対
　
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

■
定
　
員
　
24
名
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
費
　
用
　
無
料
　

※

参
加
者
の
ご
家
庭
の
水
の
バ
ナ
ジ
ウ
ム
含
有
量
を
測
定

　
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

６
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７-

１

■
本
局
庁
舎
が
移
転
し
ま
す

◇
移
転
日
　
２
月
６
日
（
月
）

◇
住
　
所
　
〒
４
０
０-

８
５
２
０

　
　
　
　
　
甲
府
市
丸
の
内
１‐

１‐
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甲
府
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
５
２-

７
１
５
１

■
県
内
の
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
事
務
は
、
本
局
登

　
記
部
門
で
取
り
扱
い
ま
す
。
な
お
、
会
社
・
法
人
登
記

　
に
か
か
る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
事

　
務
等
は
、
引
き
続
き
支
局
・
出
張
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

　(

登
記
事
項
要
約
書
を
除
き
ま
す)

◇
変
更
日
　
大
月
支
局
、
山
梨
出
張
所

　
　
　
　
　
２
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
　
鰍
沢
支
局
、
韮
崎
出
張
所
、
吉
田
出
張
所

　
　
　
　
　
３
月
19
日
（
月
）

■
山
梨
出
張
所
を
本
局
に
統
合
し
ま
す

◇
統
合
日
　
２
月
13
日
（
月
）

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
５
２-

７
１
５
１

　
Ｈ
Ｐ
　h

o
u
m
u
k
y
o
k
u
.m
oj.g
o
.jp
/k
o
fu
/fra
m
e.h
tm
l

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故
や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検

察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を
持
つ
被
害
者
な
ど
か
ら

申
立
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査

し
ま
す
。
審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の

ご
相
談
、
ま
た
は
検
察
審
査
会
に
つ
い

て
知
り
た
い
場
合
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

●
問
合
先
　
甲
府
検
察
審
査
会
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
甲
府
市
中
央
１-

10-

７
　

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
地
方
裁
判
所
内

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
１
３-

２
５
４
８

■
就
職
活
動
の
お
手
伝
い

　
面
接
の
仕
方
や
履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　
学
べ
ま
す
。

■
適
職
探
し

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
分
の
適
性
や
、
適
職
に
つ
い
て

　
の
分
析
が
で
き
ま
す
。

■
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
就
職
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
、
仕

　
事
探
し
な
ど
の
相
談
に
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
応
じ
ま
す
。

※

職
業
紹
介
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
サ
テ
ラ
イ
ト

　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２-

５-

１
　
Ｑ‐

Ｓ
Ｔ
Ａ
３
Ｆ

　
　
　
TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

８
８
０
３

　
地
域
に
お
け
る
消
費
生
活
の
相
談
窓
口
と
な
り
、
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
普
及
啓
発
等
を
行
っ

て
い
た
だ
く
消
費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す

■
任
　
務
　
地
域
で
の
消
費
生
活
相
談
・
苦
情
に
対
応
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
窓
口
へ
取
り
次
ぐ
。
県
の
行
う
研
修

　
　
　
　
　
会
に
出
席
し
、
地
域
に
お
け
る
消
費
者
活
動

　
　
　
　
　
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
消
費
者
啓
発
を
行
う
。

　
　
　
　
　
活
動
状
況
を
定
期
的
に
報
告
す
る
な
ど
で
す
。

■
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
で
消
費
生
活
問

　
　
　
　
　
　
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
者

■
募
集
人
員
　
14
名

※

応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
、
居
住
地
域
等
を
勘
案
し
選

　
考
し
ま
す
。

■
任
　
期
　
平
成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
31
日

■
謝
　
金
　
年
額
上
限
６
０
０
０
円

■
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
公
官

　
　
　
　
　
　
庁
モ
ニ
タ
ー
経
験
の
有
無
、
応
募
理
由
な

　
　
　
　
　
　
ど
を
記
載
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
又

　
　
　
　
　
　
は
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
下
さ
い
。

■
用
紙
配
布
場
所
　
消
費
生
活
安
全
課
、
県
民
生
活
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
、
各
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

※

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

（h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/sh
o
k
u
h
in
-

　st/in
d
e
x
.h
tm
l

）

■
募
集
期
間
　
平
成
24
年
２
月
３
日
（
金
）
ま
で
　
　
　

●
応
募
・
問
合
先
　

　
　
　
　
　
県
消
費
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
甲
府
市
丸
の
内
１-

６-

１
　
旧
館
３
階
　

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
３
５
２

　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
５
８
７

　
電
子
メ
ー
ル
　sh

o
k
u
h
in
-st@
p
ref.y
a
m
a
n
ash
i.lg
.jp
 

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・
サ
テ
ラ
イ
ト
か
ら

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ・
サ
テ
ラ
イ
ト
ご
利
用
案
内
」

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら

お
い
し
い
水
の
秘
密

ご
存
知
で
す
か
? 「
検
察
審
査
会
」

消
費
生
活
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

○ 時間帯　「月曜日～金曜日　午前9時～午後4時」
○ 場　所  「富士河口湖町交流センター内（旧河口湖町役場２階）教育センター」
○ 対　象  「お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方」
○ 連絡先  「富士河口湖町教育センター　TEL０５５５－８３－３０２２」　
　　　　   「E-mail　ed-center@kawaguchiko.ne.jp」

相談業務→ 「お子さんに関する悩み相談受け付けます。」

教育センターだより教育センターだより教育センターだより
　今年は辰年です。動物に当てはめると竜（龍）ですね。竜の姿は「竜に九似あり」と言われるように、角は鹿、頭は駱駝・・・と様々な動
物からなっています。十二支で唯一の想像上の動物です。九つの動物って何？そんなことを家族みんなで考えてみるのもいいですね。
　毎日の生活の中には小さな「ハテナ」がたくさんあります。学校の勉強はとても大切です。しかし、子どもが学校生活に疲れを感じて
いると思ったら、一緒に｢ハテナ｣を解決して、子どもの心に｢好奇心｣と｢自信｣を蘇らせてあげるのも大きな愛情だと思います。
　子育ては山にぶつかることが多いものです。その山を超えていくことは人生の醍醐味でもあると思います。将棋の駒打ちのように、あ
の手この手で楽しみながらいきましょう。

　　　　　　今年も「教育センター」をよろしくお願いします。

問合せ：72-6053（生涯学習課）

お問合せは生涯学習課【℡７２－６０５３】まで。

お申込み・お問合せは生涯学習課【℡７２－６０５３】まで。

第８回（最終回）写真に記録された歴史「古写真が語る近現代の歴史」
平成２３年度　富士河口湖町　歴史・文化財講座 「発見！歴史のとびら」「発見！歴史のとびら」「発見！歴史のとびら」

定　員
参加費
場　所
日　時
講　師 杉本悠樹（生涯学習課　文化財担当）

平成24年2月15日（水）　午後7時より
中央公民館　第２研修室（会場が変更になりました。）
無料
25名（申込み不要）※講座ごとの聴講も可能です。

　山梨県や富士河口湖町の歴史や文化財をテーマ別に解説し、ふるさとの歩みをたどる講座（全8回シリーズ）の第８回（最終回）を開催しま
す。明治時代以降、写真の技術がもたらされ、風景や人物が鮮明に記録されるようになりました。近現代の歴史は、写真によって鮮やかに振り
返ることができます。身近な風景も、時代とともに刻々と変化してきました。その変化の様子を皆さんで楽しみながら探りましょう！
※年度当初の計画では1月に開催する予定だった内容ですが、平成23年9月21日（水）の講座（第４回）を台風15号の影響で延期としたため、
　1講座ずつ順延して開講しております。

既婚・未婚・年齢を問いません★子どもが大好きで、やる気のある方であればどなたでも参加できます。もちろんママの推薦もOKです。
また、「パパだけじゃなく私も参加したい！」というママのみなさん！夫婦そろってのご参加もお待ちしております。

お仕事の空いた時間に子どもと一緒にできる楽しみを見つけたい！！パパの得技を活かして子どもを喜ばせたい！

あなたの培ってきた技術や知識、趣味・特技を活かしませんか！

地域の皆さんや子どもたちの講師の先生になってくださる方を募集します！まずはお気軽にご連絡下さい。

パパsボランティア大募集パパsボランティア大募集パパsボランティア大募集

★その１★ 子ども向けの畑作り、森で工作、流しそうめん大会など「子どもの外あそび」をメインで活動します。
★その２★ ボランティア活動、親睦会を通して地域情報の交換や　家族交流もできます♪楽しさ倍増！

【活動内容】

【募集対象】

生涯学習バンク＆きらめき子ども塾講師募集生涯学習バンク＆きらめき子ども塾講師募集生涯学習バンク＆きらめき子ども塾講師募集

※この生涯学習人材バンク・きらめき子ども塾講師への登録は、あくまでボランティアとして地域の皆様や子どもたちの講師としてご活躍いた
　だける方の登録です。まずはお気軽にお問い合わせ下さい！

主に公民館での教室等で、地域の方々の講師として活
躍できます。語学・創作・楽器演奏等得意な分野の講
師として活躍できます。

学習人材バンク学習人材バンク学習人材バンク きらめき子ども塾きらめき子ども塾きらめき子ども塾
地域の子どもを対象とした教室です。手芸・スポーツ・
創作等いろいろなジャンルの教室の講師として活躍
できます。




